
参加
無料

　　対面またはオンライン（いずれも事前登録必須）‌
 ‌会場：TKPガーデンシティ浜松町（ベイサイドホテル アジュール竹芝）14F 天平‌
　　　（浜松町駅 徒歩7分）または オンライン参加 ※視聴リンクは事前に送付‌
 ‌対象：防災・減災に関心のある教育関係者、NPO/NGO、企業、団体や一般の方々‌
　 ‌定員：会場参加 100名（会場参加は定員になり次第締め切ります）・オンライン参加 定員なし

学校、行政、NPO、ユースなど、様々‌な立場の参加者が減災教育実践のためのディスカッションを行います。‌

モデレーター:上田和孝氏(新潟大学および新潟大学大学院 准教授）‌

パネリスト:倉見倫代氏(石川県能登町立小木小学校 校長)、安田昌則氏(大牟田市教育委員会 前教育長、日本ユネスコ協会連盟 理事)、‌

　　　　‌:‌大津山光子氏(認定特定非営利活動法人 SEEDS Asia 事務局長)、吉岡優来氏(奈良教育大学ユネスコクラブ元代表・4回生)‌

ダブルセッション『未来の災害に備える地域ぐるみのN助型防災・減災教育の取組』‌ダブルセッション『未来の災害に備える地域ぐるみのN助型防災・減災教育の取組』‌

パネルディスカッション『減災教育を地域に広げ、未来につなげる』‌パネルディスカッション『減災教育を地域に広げ、未来につなげる』‌

1 ‌1 ‌

2 ‌2 ‌

9:00-13:35‌

〇お問い合わせ 
公益社団法人 日本ユネスコ協会連盟 教育支援部 減災教育係
電話：03-5424-1121 　メール：gensai@unesco.or . jp

■主‌ 催：公益社団法人日本ユネスコ協会連盟　‌ ‌
■協 力：アクサ生命保険株式会社、奈良教育大学ESD・SDGsセンター　‌
■後 援：文部科学省、日本ユネスコ国内委員会‌　‌

2‌ 7‌月月 日日 土‌ （8:45受付開始）

3 ‌3 ‌

事例発表『全国の減災の学びを自分たちの学校や地域にいかす』‌事例発表『全国の減災の学びを自分たちの学校や地域にいかす』‌
過去のプログラム助成校から特に先進的な実践事例を紹介します。‌

モデレーター:片山世菜氏(奈良女子大学2年生)、黒木崇滉氏(奈良教育大学1回生)‌

発表者:長田真希子氏(北海道豊浦町立豊浦小学校)、坂井琢雄氏(新潟県新潟市立内野中学校)、江島智和氏(熊本県立熊本農業高等学校)‌

減災教育フォーラム

減災とは？

自然災害においては被害を完全に防ぐことが困難であることを
前提に、命を守り被害をできるだけ最小限に抑えることを目指すもの

     ‌　申込フォームはこちら
      ‌　‌申込締切：2026年2月4日（水）‌

https://forms.office.com/r/UgSLbdCZf8‌

※内容は変更となる場合があります※‌

学校、地域、企業がネットワークでつながり、

持続可能な社会を創る実践的な減災教育を様々な視点から考えます

講演者:小竹篤氏(三重県鳥羽市 市長)　 ✕　 ファシリテーター:及川幸彦氏(奈良教育大学 学長補佐、ESD・SDGsセンター長)‌

本フォーラムは「日本のユネスコ加盟75周年記念事業」登録事業です

https://forms.office.com/r/UgSLbdCZf8


文部科学省・日本ユネスコ国内委員会　後援事業

第12回

減災教育フォーラム　‌
～減災教育を地域に広げ、未来につなげる～‌

災害の経験や教訓を踏まえた有識者による講演をはじめ、学校・行政・NPO・ユースなど多様な立場
によるパネルディスカッション、全国の学校等による実践報告を通して、学校・地域・企業がネットワー
クでつながり、持続可能な社会を創るための実践的な防災・減災について、多角的に考えるフォーラム
です。‌
学校の先生だけでなく、防災・減災に関心のある教育関係者、企業・団体、学生、一般の方など、
どなたでもご参加いただけます。‌
近年、自然災害は多発し、その形も多様化しています。災害を「自分事」としてとらえ、共に防災・
減災について考えてみませんか。

減災教育フォーラム・プログラム　
※プログラム内容は変更になる場合がございます　

　

申込フォーム‌

      ‌

【お問い合わせ】
公益社団法人 日本ユネスコ協会連盟 教育支援部 減災教育係
電話：03-5424-1121 
メール：gensai@unesco.or . jp

申込締切：
2026年2月4日（水）

https://forms.off ice.com/r/UgSLbdCZf8

https://forms.office.com/r/UgSLbdCZf8

